


目的 

 厚生省心身障害研究班(分担研究者：塙)が,昭和 60 年に行なった本症の全国調査による

と,その発生は本邦の南に多い結果となり特に沖縄では,出生に対する比率では,同県から

の回答率が低いにも拘らず,把握した発生数は,全国のどの地域よりも高い結果となった。 

 このことから,同県で,更に詳しく再調査すれば症例数は更に高くなることが予想され今

回の再調査を行なった。 


